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1.は じめ に

大 学 生 に とって 卒 業 は大 学生 活 の終 わ りを意 味

す る と とも に、社 会 人 と して新 た に社 会参 画 を は

か る 門出 の ときで もあ る。発 達 的 に は、 青年 期が

終わ り、 成人期 へ と移行 して い く端 境期 に あた る。

これ は環境 変 化 によ って 自身 の生活 圏や 日常 生活

が変 わ る と い うだ けで な く、 自 らに求 め られ る社

会 的役割 の転 換 と い う意 味 もある 。 これ まで 「子

ども」 と して 社会 か ら守 られ、 い わ ば特別 扱 い さ

れ て き た立 場 か ら、 これ か らは 一 人前 の 「大 人 」

と して 社会 を支 え、 次世 代 の子 ども達 を育 ん で い

く ことが求 め られ るよ う にな る。大 学 卒業 は シ ュ

ロスバー グ が い うと ころの人 生 の転機(transition)

に あた るが、 そ こで生 じた様 々な変 化 を受 け止め 、

うま く対処 して い く ことが求 め られ るわ けで あ る

(Schlossberg,2008)o

しか しそ う した変化 にな じめ ず 、大 学卒 業後 の

再 出発 を円滑 に行 えな い者が 少な か らず 存在 す る。

働 くこ とに積 極 的な 意義 を見 いだせ ず 、就 職 しな

い(で きな い)学 生、不採 用通知 を受 けて心が折 れ、

挫折 経 験か ら就職 活 動 をや めて しま う学生 、 第一

志望 に受か らず 、他 に妥 協す る ぐ らいな ら新 卒で

の就職 を諦めて しま う学 生 もい る。 リクル ー トワー

ク ス研 究所 は こう した状 態 を 「新卒 無業 」 と呼び 、

進学 も就職 も しな い学生 が 生み 出 され て い る要 因

に つ いて 、本 人 の心 や意 欲 の 問題 だ けに帰 属 させ

る ので は な く、社 会 事情 や学 校 教育 の構 図か ら分

析 し、 問題提 起 を行 って い る(大 久 保,2002)。

文部 科 学 省 の 学校 基 本 調 査 に よれ ば、2014年

3月 に大学 学部 を卒業 した者 は565,571名 で あ り、

そ の う ち 卒 業 後 就 職 も進 学 も し て い な い 者 は

68,481人 で あ った(文 部 科学 省,2014a)。 つ ま

り新 卒 者 にお ける 無業 者 の割 合 は12.1%と な る 。

新 卒 無 業者 が 話 題 にな りは じめた2000年 頃 の約

20%の 値 か らす る と減 少 して はい る もの の、大 卒

10人 に1人 は無 業 者 とい う割 合 は決 して 小 さな

も の で は な い 。 この な か に は進 学 準 備 中 の 者 が

2,845人 、 就職 準 備 中の者 が37,638人 含 まれ て

い るの で、 無業 者 のす べ てが 就学 ・就労 の た めの

活 動 を何 も して いな いわ けで は な い点 に注意 が 必

要で あ る。

そ れ に加 え て、就 職 した もの の3年 以 内 に退 職

して しま う、 いわ ゆ る若年 者 の早 期 離職 の 問題 も

あ る。就 職 後3年 以 内 に何 か し らの 理 由で 離職 す

る若 者 は、 中卒 で 約7割 、高 卒 で約5割 、大 卒 で

約3割 が 占め る とい う 「七五 三現 象 」が 知 られ て

い る 。 こ の 離 職 率 は 就 職 が 非 常 に 厳 し か っ た

2000年 前後 に見 られ た もので あ り、近 年 で は 中

卒者 ・高卒者 につ いて は少 し改 善されてきて いるが、

大 卒 者 で は依 然 と して3割 程 度 が3年 以 内 に離 職

して い る(厚 生労働 省,2010b)。

若 者 の職業 生活 に関す る実 態 調査 に よる と、15

歳 か ら30歳 まで の若 者 が初 めて 就 職 した会 社 を

辞 めた理 由と して挙 げ られ てい るのが 「労働時 間 ・

休 日 ・休 暇 の条件が よ くなか った」で25.9%、 「仕

事 が 自分 に合 わ な い」 で24.3%、 「賃 金 の条 件 が

よ くなか った 」で23.8%を 占めて いた(厚 生労 働

省,2010a)。 また若 年者 キ ャ リア支援 研究 会 の報

告 書 によ る と、就職 後1年 以 内 に離 職 した理 由 と

して挙 げ られて いた のが 「仕 事 が 自分 に合 わ ない、

つ ま らな い」 が39.1%、 「賃 金 や 労働 時 間等 の条

件が 良 くな い」が32.6%、 「人 間 関係 がよ くな い」

が28.3%、 「他 にや りた い ことが あ った か ら」 が

19.6%で あ った。 就職 後3年 を超 えて か ら辞 めた

者 の 離 職 理 由 と して は 「会 社 に将 来 性 が な い 」

36.7%、 「賃 金 や 労 働 時 間等 の条 件 が 良 くな い」



32.7%、 「キ ャリア形成 の見込 がな い」31.6%と な っ

てお り、1年 以 内 に辞 めた者 の上位 項 目とは異な っ

て いた(厚 生 労働 省,2003)。 労働 環 境へ の 不満

や会社 自体 に見 切 りをつ けて 辞め た者 のなか に は、

劣悪 な労働 環境 の会 社 、いわ ゆ る 「ブ ラ ック企 業 」

に就 職 した者 も含 まれて いる と思 われ るが 、 注 目

すべ きは1年 以 内 に離職 した理 由と して 「仕 事が

自分 に合 わ な い 、 つ ま らな い 」 「他 にや りた い こ

とが あっ たか ら」 とい う、就 職 の ミス マ ッチ と呼

べ る ものが上 位 に挙 げ られ て いる ことで あ ろ う。

こう した ミス マ ッチ には 少な く とも2つ の 側面

が あ る と考 え られ る。1つ は就 職 した 会社 の こと

を ろ くに知 らな い まま就 職 し、 業務 に就 いて か ら

実 態 を知 り、 「こんな はず で は なか った 」 と後 悔

す る もので あ り、就 職活 動 時 の情報 収 集や 調 査 の

不足 、 ま たは 自身の 適性 や興 味 関心 につ いて の認

識 の浅 さが 原 因 と呼 べ る もので あ る。 もう1つ は

就職 活 動時 の 自己 分 析 によ って 「自分 のや りた い

こと」 を見 いだす こ とが で きた もの の、そ れ に こ

だ わ りす ぎ るあ ま り、 「や りた い こと」 と任 され

た業 務 の ズ レが大 き い ため に強 い不 満 を持 ち 、耐

え られ な くな っ た もの と考 え られ る。 前者 は 就職

活動 をあ ま り積 極 的 に行 わ なか っ た学 生が 、 後者

は逆 に就職 活 動 を熱 心 に行 って き た学 生が 陥 りや

す い とい う違 い は あれ(豊 田,2010)、 どち らも

共通 す る のは 「自己 」 と 「周 りの環 境 」 との す り

合わ せが うま くい って い な いとい う点で あ る。

自 らの置 か れて いる環 境 の 中で周 りか ら求 め ら

れ て いる ことは何 か を察 知 し、 そ こで 「自分 は何

がで きるか」 「どんなや り方でで きるのか 」を考 え、

そ の実現 に向 けて行 動 して い くこ とが大 切で あ る。

自己 と環境 との マ ッチ ン グを疎 か に し、 自分 自身

の個 性 ・持 ち 味 を殺 し、無理 して で も周 りの 環境

に合 わ せ た り、逆 に 自分 の好 きな ことやや りた い

ことだ け に囚 われ 、 周 りの環 境 を否 定 し、理 想 を

追 い求めた りして も 自分 自身が辛 くな るだ けで ある。

また環 境 は常 に変 化 して い くもの で あるか ら、折

に触 れ て 自己 と環境 と のす り合 わせ を再 度 行 い 、

内容 を改訂 して い く こと も欠か せ な い。そ の よ う

な意 味 で の 自己省 察 ・自己分 析 が求 め られ て い る

の で あ り、変化 の激 しい時代 を生 き抜 いて い くた

め に は、一 人 一 人が 自 らそ の 力を育 成 して い くこ

とが求 め られ て いる といえ よ う。

2.エ ク ササ イズ に必要 な こ と

これ まで 「わ た しにつ いて考 え るシ リー ズ」 と

称 す る 自己 理解 支援 エ クサ サ イ ズ につ いて述 べ て

きた(下 木戸,2012,2013)。 そ の他様 々な機 会

にお け る実 践経 験 を踏 まえ、 そ のな か で見 えて き

た論点 を整理 し、考 え てみ た い。

筆 者 の所 属す る鹿 児 島大 学 教育 学 部学 校教 育 教

員養 成 課 程 心理 学 専 修 で は 、2009年 の教 育 職 員

免許 法施 行 規則 の 一部 改 正 に伴 って 義務 づ け られ

た学 び の履 修 カル テ作 成 とリ ンク させ 、半期 間 ご

とに振 り返 り活 動 を実 施 して い る。 学 生 に対 し、

定 期 的 に 自 らの活 動や 経験 の省察 を求 め る こと に

よ り、 「自分 は どう生 きた い のか 」 「経験 か ら何 を

学 んだ のか 」 と いった 問 い直 しを促 し、今現 在 自

らが行 って い る活 動 の意 味づ け を意 識 的 に行 わ せ

る こ とを 目的 と して いる 。普 段 自分 自身や将 来 に

つ いて あ ま り考 え る こ とを しな い者 に とっ て は、

定 期 的 に 自 らと向 き合 うよ い機会 にな って い るよ

うで あ る。

この活 動 は2014年 現 在 で4年 目 にな るが、 「わ

た しに つ いて考 え る シ リーズ 」 での 実践 と併 せ て

再 認 識 させ られ るの は、 自己 省察 ・自己 形 成支 援

の活 動 には 「つ な が り」 を持 たせ る ことが重 要 だ

という点で あ る。 この 「つ なが り」 に は、関連1生、

系統 性 、 関 係性 の少 な く と も3つ の側 面 が あ る。

以 下そ れぞ れ見 て い こ う。

まず 第 一の つな が りは 「関連性 」(relevance)で

あ る。 自己 省察 ・自己 形 成 支援 の活 動 によ って 、

大 学 教育 の 正課 活 動で 学 んだ こ とが 自己 概 念や 自

己認 識 に何 か し らの肯 定 的意 味 を伴 って 関連 づ け

られ る ことが重 要 で ある 。そ の 際、 どこ まで を正

課 の活 動 と して捉 え るか は意 見 の分 かれ る ところ

で あろ うが 、 こ こで はあ ま り厳密 に考 えず 、単 位

修 得 に必 要 な活 動 のす べ て を指す もの とす る。 つ

ま り授業 時 間 内の 学習 だ けで な く、 課題 学習 や 予

習 復習 といった授 業外 学習 も含 まれ るわ けで ある。

こ こで改 めて い うまで もな く、大 学 は高等 教 育

機 関 で あ る。そ こで は中等 教 育課 程 を終 え た者 が

普 通教育 及び 専門教育 を通 して 、さ らに深 く知識 ・

見 識 ・技 術 を習 得 し、 豊 かな 人 間性 を育 ん で い く



ことが 求 め られて いる。 したが っ て大 学 にお け る

自己省 察 ・自己形 成 支援 の活 動 は 、大 学で の 普通

教育 や 専 門教 育 と リ ンク して行 わ れな けれ ばな ら

な い。

大 学 生が 自 らと向 き合 い、見 つ め直 す格 好 の機

会 は就 職活 動 で あ ろ う。 しか しそ の際 、 自己 分析

で 出て くる内 容 は、 往 々 に して 大学 の正課 活 動か

らか け離れ て い る。 筆者 の ところ に も就職 活 動 中

の学 生 がエ ン トリー シー ト記 入 や 面接 対策 の 相談

に や っ て来 るが 、 「今 まで の 人 生で 頑 張 っ た と思

え る こ とは何 か」 とい った 問 い に対 し、 アル バイ

トや サ ー クル 、 ボ ラ ンテ ィア とい った 正課 外活 動

で の経 験 を重 点 的 に挙 げ る者 が 多 い のに は驚 か さ

れ る。 大学 時 の活 動 に は ほ とん ど触 れ ず 、高校 時

代 の経 験 をひ たす ら述べ る者 さえ い る。そ れ らを

悪 い と断定 す るつ も りはな い の だ が 、 「仮 に も大

学生 な ら、大 学の正 課活 動で 何 を学 ん だのか 」 「大

学 で も勉学 に励 んで き た こ とをア ピー ル しな くて

よ い の か」 とい っ た疑 問 を抱 くの も事 実 で あ る 。

極端 な話 、 「この学 生は大 学で ろ くに勉 強 しなか っ

た ので はな いか」 と勘 ぐ られ かね ない恐 れ もあ る。

多 くの学 生 に と って 、授業 の課題 に対 し懸 命 に

な って 取 り組 ん だ こ と、教育 実 習や 卒 業論 文 ・卒

業研究で苦労 して成 し遂げた ことが あるはずで ある。

その経験 は自 らにとって どんな役 に立 って いるのか、

大学 で 学 んで い る こ との意 味や 、そ こで 自分 が得

た ことは何 か を意 識 的 に考 え させ 、本 人 に気 づか

せ る機 会が もっ と必 要 なの で はな いだ ろ うか 。大

学 は就 職 予 備 校 や職 業 訓 練 校 で は な い のだ か ら、

大学 生 の本 分 とい う点か ら も、 自己省 察 ・自己形

成支 援 は正 課 の活 動 経験 と結 び つ けて行 わ れ る必

要が あ ろ う。

次 に、第二 のつ なが りは過去の活動 との 「系統性 」

(systematics)で ある。 自分 と向 き合 い、 自分 自身

に つ いて考 え る こ とは一 度や れ ばそ れ で終 わ りと

い う こ とはな く、何 度 も定期 的 に実 行 して い くこ

とが求 め られ る。 したが って 自己省 察 ・自己 形成

支援 の活 動 は 、そ う した繰 り返 しに よる経 験 の蓄

積 を考慮 して 系統 的 にな され なけれ ば な らない。

大 学 生 は4年 間 を通 して成 長 ・変 化 して い くも

の で あ るか ら、1年 生 と4年 生で は 自ず か ら活 動

の内容や発達 的な意 味合 いが異なって くる(下 木戸,

2012)。 例 え ば、1年 生 で は高 等 学校 か ら大 学 へ

の接続 を意 識 し、 「大 学で学 びた い ことは何か 」 「大

学生 活 でや って み た い こ と」 な どを考 え させ 、 大

学生 活や 大 学 での 学び に対 す る意 識 づ け を高 める

取 り組 みが 役立 つ で あろ う。4年 生 で は卒業 を間

近に迎え、大学生活で の 「学 び残 し」や 「や り残 し」

に気 づか せ 、そ れ を解 消 させ る よ う促す 取 り組 み

が有 用 と考 え られ る。 心理 学 専修 で 半期 ご とに実

施 して い る振 り返 り活 動 で は、大 学 生 の発達 状 況

を勘 案 し、 対象 学年 ごとに実 施す る内容 を変 えて

い る。実 際 に どの よ うな エ クササ イ ズ を行 った の

か に関 して は、 以前 の報告(下 木戸,2012,2013)

を参 照 された い。

最 後 に、 第三 の つな が りは 自分 の 周 りの 人た ち

との 「関 係性 」(relationship)で ある。 自分 を支 え

て くれ る人 た ち、 困 った ときで も励 ま しや助 言 を

与 え、勇 気 づ けて くれ る 人た ち の存 在 は とて も大

き い。 こう した人 た ちの有 形 ・無 形 の援 助 は、 心

理 学 で は社 会 的支援(socialsupport)と して知 ら

れて い る。 この社会 的 支援 が 重要 な の は、大 学 生

の心 理 的健 康や 進路 選 択行 動 との関 連が 随所 で 指

摘 され て い る か らで あ る(例 え ば、 松 田 ・前 田,

2007;嶋,1992;下 村 ・木村,1997)。

この よ うな点 か ら、 自己省 察 ・自己形 成支 援 の

活 動 は個 人 単位 で はな く、 グルー プ単位 で行 う こ

とが望 ま しい といえよ う。 グルー プワー クや グルー

プで の話 し合 い、 シ ェア リング を交 え 、他者 が ど

の よ うな考 え を持 って い る のか を知 る こ とは 自 ら

を見 つ め 直 す よ い契 機 とな る だ けで な く、 「悩 ん

で い るの は 自分 だ けで は な い」 「他 の 人が 頑 張 っ

て いる のだ か ら、 自分 も頑 張 ろ う」 とい った心 理

面における安心や勇気づ けを得 られる効 果 も大き い。

とく に 自らの コ ミュニ ケ ー シ ョンカ に不 安 を抱 い

て いる者 ほ ど、他 者 と一緒 に活 動 す る こ とで培 わ

れ る連帯 感 や仲 間意 識 も重 要 で あ る。学 生 は 自己

分 析 の 内容 を友 人 に対 して もあ ま り話 した が らな

い傾 向が 見 受 け られ るが 、 そ うで あ るか ら こそ 、

お互 い に語 り合 う機 会 を意 図的 に設 定す る こと に

よ る教 育 的意義 は決 して小 さ くな い と考 え られ る。

自身 の内 面や 将来 の こ とを他者 に話す 行為 は心

理 学 で い う と ころの 自己 開示(self-disclosure)に

他 な らず 、 少 なか らぬ 勇気 を必要 とす る。そ のた



めこのような活動は、ある程度心を許せる親密な

関係ができあがっている者同士で行うことが望ま

しい。面識のない者同士でグループをつくる場合

には、学生のなかに対人緊張が強く残っていると

考えられることから、まず最初にグループ内での

関係づくりを優先し、ある程度友好的 ・親和的な

雰囲気ができあがってから活動を実施すべきである。

以上、大学生の自己省察 ・自己形成支援の活動

における関連性、系統性、関係性の重要性につい

て述べてきた。これらの要因を充足させながら、

今後も様々な角度から新たな活動 ・取り組みを開

発し、実施していく必要があるといえよう。

3.今 後の課題

近年、鹿児島大学教育学部では教員採用試験を

受験する学部4年 生が減ってきている。心理学専

修ではとくにその傾向が強く、そもそも小学校教

諭ないし中学校教諭の一種免許状取得が卒業要件

になっていることさえ知らずに入学してくる者も

珍しくない。全国的には公立学校教員採用試験の

合格者が4年 連続(2010～2013年)で3万 人を

超え(文 部科学省,2014b)、 大量採用に伴い受験

者数も増加していることを考えると実に対照的で

ある。

もちろんこの問題には、鹿児島県公立学校での

教員採用試験合格者が少なく、競争倍率が高騰し

ているという事情もあろう。実際2013年 に実施

された公立学校教員採用試験では鹿児島県全体で

の競争倍率は11.8と なり、全国第2位 であった(文

部科学省,2014b)。 鹿児島県の他にも、宮崎県、

長崎県、沖縄県は軒並み競争倍率が10倍 を超え

ており、九州地区の受験競争の苛烈さが窺える。

こうした厳しい状況を受け、はなから地元の教員

採用試験を受験しないという学生も少なからずい

るものと思われる。

特筆すべきは、九州地区以外の自治体、とくに

競争倍率が低い傾向にある大都市圏の採用試験を

受験する者がそれほど多くないという点であろう。

例えば鹿児島大学教育学部が毎年刊行している学

部紹介パンフレットによると、2013年 度学部卒

業者で教員就職者は101名 であった。そのうち

64名 は鹿児島県内の学校であり、23名 は鹿児島

以 外 の 九州 内 の学校 、 本州 の大都 市 圏 に含 まれ る

学校 に就 職 した者 は14名 に過 ぎな い 。 これ は 地

元 と大 都 市 圏 とを併 願 し、 「本 命 」 の地 元 の 自治

体 合 格 を優 先 した者 が 多 か ったか らで はな い。 と

い う の も、2013年 に九州 内 の 「地元 」 の 自治 体

を受験 した者 が158名(鹿 児 島県111名 、鹿児 島

県 以 外47名)で あ った の に対 し、 九州 地 区以 外

の受 験者(い ず れ も政 令指 定 都市 な い しそ れが 含

まれ る都 府県)が37名 だ っ たか らで あ る。 も と

も と大 都市 圏 を受験す る者 自体 が少 な いので ある。

教 師 にな りた いので あ れ ば、大 量 採用 で競 争 倍

率 の低 い大 都市 圏 の 自治体 の採用 試 験 を受験 した

方 が 合格 しやす い。そ れ を考 慮す れ ば 、 もっ と多

くの学 生が 大都 市 圏で の採 用 試験 を受験 して も不

思議 ではないのだが、実態 はそ うな って いない。 「全

国各 地 ど こで もよ いか ら、 教 師 と して 働 き た い」

とい う広 域志向の学生 はさほ ど多 くないよ うで ある。

「地 元 で教 師 にな りた い」 と い う者 で も 、他 県 で

教 員 と して 就職 し、経 験 を積 ん だ上 でUタ ー ンで

戻 って くる とい う方 法 もあ るはず だ 。

学 生 と接 して いて実 感す るの は、 地元 で の就 職

を優 先す るあ ま り、教 師 が無 理 な ら地元 の公 務 員

や 民 間 での 就職 を 目指 そ うとす る者 が少 な か らず

い る とい う点 で ある。 こ うした学 生 の地 元志 向の

強 さは 、新 卒者 就職 率 は も とよ り、 無業 率 、教 員

採 用 試験 合 格率 へ の影 響 を考 慮す る と、大 学や 学

生本 人 に とって重 要な 問題 と いえよ う。

こ こまで 鹿児 島大 学 教 育学 部 の教 員就 職状 況 に

つ いて述 べ て きた が、 公務 員 や 民間 の就 職 にお い

て も同様 の ことが 当て は ま るだ ろ う。就 職 にお け

る大 学 生の 地元 志 向 の強 さ は近年 各 所 で指摘 され

てお り(例 え ば、平 尾 ・重松,2006;轡 田,2009;

杉 山,2012)、 こ こで そ の是 非 につ い て論 じる余

裕 はな いが 、学 部 ・大 学 として どう対応 して い く

のか 、今後 慎重 に議 論 して い く必 要 が ある。

社 会 ・経 済 の変化 によ って 、新 卒 で正 規職 員 と

して就職 し、そ こで定年 まで勤め上 げる という 「日

本 的雇用慣行」が必ず しも成 り立 たな くなって きた。

「安 定 し て い る 」 とい わ れ る 公 務 員 とい え ど も、

自身 の健 康 状態 や 家族 の介 護 、職 場 で の人 間関 係

な どの面か ら離職 を余 儀 な くされ るケー ス も多 い。

契約 社員 や 派遣 労働 者 、 臨時 的雇 用 者 な どの就 業



形態 も多様 化 して きて い る。そ う した 労働 事 情 を

考 え る と、転 職や 離 職 は誰 に とっ て も決 して 他人

事 で は な い。 今後 、大 学 にお け る キ ャ リア 教 育 、

キ ャ リア支 援 に は新 卒で の就 職 だ けで な く、 離職

や転 職 のサ ポ ー トをよ り一 層充 実 させ て い く こと

が求 め られ るだ ろ う。

離職 や転 職 は人 生にお け る大 きな転機 で あるが 、

事態 に直面 して は じめて 自分 と向 き合 い 、考 え る

とい うのでは遅 す ぎる。 常 日頃か ら折 に触 れ 、 「自

分が今 して いる ことは何なのか」 「それは 自 らにとっ

て どの よ うな 意 味 を持 って い る か」 「自分 は何 を

した い のか 」 「今 後 、 どの よ うに生 活 して い き た

い か」 とい った事 柄 につ いて考 え る こ とが 必 要 だ

ろ う。 大学 にお け る 自己 省察 ・自分 づ く り支援 の

活動 は、そ の 際 の方 法 と習慣 を学 生 に身 につ かせ

る もので な けれ ばな らな い。
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